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平
成
二
四
年
十
一
月
二
二
日
、
秋
月
中
学
校
に

て
、
本
顕
彰
会
は
甘
木
朝
倉
法
人
会
秋
月
支
部
と
の

共
催
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
会
場
に

は
、
秋
月
中
学
校
生
徒
の
他
、
一
般
の
方
々
も
合
わ

せ
約
一
六
○
名
程
の
参
加
者
が
み
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
法
人
会
秋
月
支
部
長
で
あ
る

才
田
善
之
氏
の
開
催
挨
拶
を
兼
ね
た
主
旨
説
明
か
ら

始
ま
る
。
続
い
て
、
主
た
る
対
象
を
中
学
生
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
講
話
の
前
に
予
備
知
識
を
入
れ
て

も
ら
お
う
と
、
旧
甘
木
朝
倉
医
師
会
が
作
成
し
た
映

像
「
種
痘
の
始
祖
緒
方
春
朔
」
を
鑑
賞
し
て
も
ら
っ

た
（
五
月
の
定
例
会
で
放
映
し
た
も
の
）
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
顕
彰

会
か
ら
松
木
祥
憲
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
も
同
会
か
ら

富
田
英
壽
・
隈
部
敏
明
が
登
壇
し
た
。
先
ず
富
田
か

ら
「
郷
士
の
偉
人
緒
方
春
朔
と
天
野
甚
左
衛
門
に

学
ぶ
」
と
題
し
、
種
痘
の
解
説
と
緒
方
春
朔
の
偉
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
郷
土
の
偉
人

緒
方
舂
朔
と

天
野
甚
左
衛
門に

学
ぶ
」

『
に
つ
い
て
講
話
を
行
っ
た
。
次
に
隈
部
が
「
大
庄
屋

天
野
甚
左
衛
門
～
そ
の
功
績
と
背
景
～
」
と
題
し
て

こ
れ
ま
で
の
資
料
調
査
の
成
果
を
発
表
し
た
。
こ
の

二
つ
の
講
話
を
受
け
て
、
松
木
が
命
の
重
さ
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
、
志
を
持
っ
て
夢
を
実
現
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
中
学
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
語
っ
た
。
さ
ら
に
富
田
も
緒
方
・
天
野
両
氏
に

学
ん
で
も
ら
い
た
い
事
柄
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
示

さ
れ
た
。
①
思
い
や
り
（
親
切
）
②
人
の
た
め
に
役

に
立
つ
（
奉
仕
）
③
「
人
あ
り
て
、
我
あ
り
」
（
感
謝
）

で
あ
る
。

最
後
に
顕
彰
会
々
長
坂
口
良
介
が
参
加
者
へ
の

謝
意
を
述
べ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
成
功
裏
に
幕
を

’
コーディネーター（松木）
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